
 

 てんとう虫を見つけたり、ちょうちょやとんぼを追いかけたりして、春から身

近な生き物に興味を持っていた子ども達。ある日、保育士がデッキに小さな虫が

いることを知らせると、次々に集まってきて、そーっと覗き込んでみたり、「さわ

ってみたい！」と手を伸ばしてみたりと興味津々な様子が見られました。いざ触

ろうとしてもドキドキして触れない子も、興味や関心が表情や仕草から溢れ出て

いました。 

「なんだろう？」と心を動かされて興味を持つことが、「やってみたい！」とい

う行動につながり、感じたことを誰かに伝えることにもつながっていきます。 

小さな虫との出会いの中に、ワクワクする体験がたくさん詰まっていました。 

２歳児 ちゅうりっぷ１組 
 

『この虫、なんだ？？』 
 

デッキにいた虫を、見たり触ろうとしたりしています。 

ぼくも、 

触ってみようかな… 

わぁ！ 

むしさんだね。 


